

























































































































明治十年（一八七七） 、白華とともに上海 渡航し、のち 『詩選』編纂に関与することになる心泉は、白華が主宰する




















明治九年（一八七六）八月 上海に別院が設置され、日本人留学僧に対する 国語（南京語・上海語）教育と、中国 向けに中国語による説教が開始 翌明治十年（一八七七）十月に 白華・心泉が派遣された。　
しかし、この中国布教には大きな障碍があった。それは、欧米列強には条約によって保障されていた布教権が、日清修好





































































生所寄貴国詩集一百七十家。弟適臥病、未克披覧。 （先般松林上人に託された親書並びに吟香先生からの貴国詩集一百七十家を頂きましたが、小生たまたま臥病、いまだ拝見しておりませんでした） 」と述べ、つづいて『詩選』編纂に関して具体的事項 述べている。
弟意選詩当以人分、不以体分。毎人選古今体詩若干首、其人以時代先後為次。幸有「和漢年契」一冊、尚可稽考、不致顚倒後先。但見在披閲未周、不知各集中均有年号可考否 至 名下、例応備載爵里。然恐不尽有。徴至其字某甫、亦不可缺。 （中略）至于点圏評語、皆古書所無。中華自前明以来 盛行時文 益以房書体例、変古書面目、為識者所嗤。愚意似 不必如此 毎人之下、就其全集中、或評論其生年、或摘録其未選之佳句、使読者因一斑而得窺全貌 且于論世知人、不為無補 茲姑借物君茂卿一人、先撰数語、以見体 、別紙録呈。乞転寄吟香 生定之（中略）再啓者、此書選成（多少未定、姑且約計）約可三千余編 頗亦可成大観。尊論欲於上海刊行 即照拙書版片大小、甚為簡便。弟処 熟識刻工陶升甫 人甚妥当 之各書、皆其所刻。大約刻白版、則毎百字不過一百六十文、刻梨版、則毎百字須二百文、
『東瀛詩選』編纂に関する一考察
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その後、 『詩選』の編纂は進行し、 「兪樾尺牘六」 （明治十六年一月一日）で兪樾は、 「惟此選少亦当有百七八十巻、儼然巨
編。 （思うにこの選集は七八十巻以上の堂々たる巨編になります。 ） 」とのべ、全体を七八十巻と見積もった。そして、 「兪樾尺牘九」 明治十六年二月二十四日）では、
頃已選定四十巻、又従諸家選本中選出五百余首、定為「補遺」四巻、茲将目録寄上清鍳、并之転寄吟香翁一閲。刻工陶升甫去歳已刻成一 茲印呈裁定。　（このたび四十巻を選定し、また諸家の選本の中から五百餘首を選定して補遺四巻といたしました。ここに目録をお目にかけ、また吟香翁へもご転送下さるようお願いいたします。刻工陶升甫は昨年すでに一巻を刻しおわりましたので、ここに刷って裁定に供し、あなたと吟香氏の認可があれば引続き刻させます）
　
とあり、ここに四十巻・補遺四巻という実際に刊行される形が完成したのであった。しかし、 「兪樾尺牘 」 （明治十六年
三月十七日）では、 「吟香未知有無還信、此書何時開雕。 （吟香氏から返事がありましたが。この書はいつ開版するのですか。 ） 」と述べているように、兪樾は刊刻の許可を吟香に求めたが、吟香から返事がなかったようである。　
一方、東京では三月十六日 旧雨社の会が開かれた折、吟香は初めてメンバーの文人たちに『詩選』が編纂されているこ
とを打ち明け、小野湖山や同人達から、 『詩選』の採録状況について様々な意見が出されたが、この点については後述する　
この件について、吟香 湖山からの手紙も同封して心泉に送り 心泉が兪樾に伝言した が、 「心泉草稿七」 （日附不明、






























































































































































































































































の周囲には、心泉の友人で小学・金石学にくわしい三宅真軒 いる。 『詩選』が編纂されている明治十五・六年（一八八二・三）当時、真軒は金沢 本屋 働いており、書籍 詳 いだけでなく、書籍を蒐集しやす 立場にあった。明治十七八八四 に『石川県勧業博物館書目』を、翌明治十八年（一八八五）には心泉 書学習得の めに主 小学金石類を収録した『文字禅室必備書目』 （常福寺蔵）を編纂してい 。つまり 真軒は上海に滞在し、日本漢詩を蒐集できな 心泉に代わって、彼が漢詩集を蒐集するなど、採録に関与 た可能性がある。　
この他、僧侶の詩が多数採録されていることも大きな特徴である。後述するように、 「岸田吟香書翰」 （明治十六年三月二




























































































































































































しかし、 書翰を受けとった心泉 帰国間際であった。そのため、 「心泉草稿七」 （日附不明、明治十六年三月二十二日
～
二十七日）では兪樾に対して、 「吟香回書已於日昨接到。拠述、選法一切尽善尽美、刻工亦佳、敬請転嘱次第開雕。惟三






















































































































































30）　「心泉草稿七」 （日附不明、明治十六年（一八八三）三月十七日～二十七日） 、 「兪樾尺牘十三」 （同五月十一日） 。
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佐野正巳「解題」 （ 『東瀛詩選』 （景印版） 、汲古書院、昭和五十六年） 小川環樹（註８に掲出） 、蔡毅（註９に掲出） 。
（
37）　































鱸松塘（一八二四～一八九 ） 。 『詩選』に一四首採録する。
（
47）　






雨森芳洲（一六六八～ 七五五） 。 『詩選』に一首採録する。
（
50）　
片山北海（一七二三～ 七九〇） 。 『詩選』に 首採録する
（
51）　














家里衡（一八二七～一八六三） 。 『詩選』に 首採録する。
（
56）　

















































小柳司気太「兪曲園に就て」 （ 東洋思想の研究』 、森北書店、昭和十七年） 、久保天随「漢学研究法」 （ 『国語漢文講話』 、早稲田大学出
版部、明治三十九年） 、鈴木虎雄「山梨稲川の詩」 （ 『藝文』第三年第八号、明治四十五年） 、内藤湖南「山梨稲川の学問」 （註
39に掲出） 、
新村出「稲川の人物学問の大観」 （ 『 集』第四巻、山梨稲川集刊行会、昭和四年） 、今関天彭「山梨稲川」 （ 『書苑』第三巻七・八号、三省堂 昭和十四年） 。
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